
■天候

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計 安 失

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 3

0 0 0 0 0 1 1 0 × 2 6 1

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 遊 4 0 1 0 三振 二飛 三安 三ゴ

2 中 4 0 0 0 三振 三振 遊ゴ 二ゴ

3 投 4 0 1 0 三振 三振 三失 右安

4 三 4 0 2 0 三振 遊飛 右安 中安

5 一 3 0 0 0 中飛 三振 三振

6 右 2 0 0 0 投ゴ 三振

7 右 1 0 1 0 中安

8 捕 3 0 0 0 捕邪 中飛 投飛

9 左 3 0 0 0 遊直 三ゴ 投ゴ

二 3 0 0 0 中飛 三振 投飛

31 0 5 0

8

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 遊 4 0 1 0 投安 三振 投ゴ 投ゴ

2 二 4 0 1 0 一失 遊安 二ゴ 投飛

3 投 2 1 1 0 投犠 三失 四球 中２

4 中 4 0 1 1 三振 三振 捕邪 中３

5 捕 3 1 0 0 三振 一邪 四球三振

6 一 4 0 0 0 三振 遊ゴ 三振 右飛

7 三 4 0 0 0 三振 三振 三振 三振

8 右 4 0 2 1 三振 右安 中２ 投ゴ

9 左 2 0 0 0 二ゴ 投失三振

31 2 6 2

9 0

德永 護

■投手成績

自責氏名 回数 打者

0

備考

■バッテリー ■投手成績

残塁：4 併殺：0

２回戦、府中市民球場の第２試合(特別継続試合を除く)は１回戦で前年度準優勝の烏城高校にコールド勝ちし勢いに乗る戸塚高校と初出場の東京第１代表・東
京都立八王子拓真高校の戦いとなった。試合は両軍主戦の意地がぶつかり合う緊迫した投手戦となった。八王子拓真の先発小林遼は初回、戸塚の攻撃を三者
連続三振と最高の立ち上がりを見せる。その裏安打と敵失で走者を出すと手堅く犠打で進め一死二･三塁と先制の好機を作るも後続が戸塚の先発徳永の前に連
続三振に抑えられ両軍無得点で初回を終える。戸塚の徳永は５回まで走者を背負いながらも八つの三振を奪う力投を見せる。均衡が破られたのは６回裏、八王
子拓真は二死一塁から盗塁で好機を広げると８番柳川が適時二塁打を放ち１点を先制する。６回まで一人の走者も出せずにいた戸塚であったが７回表、この回
先頭の村山が内野安打で待望の出塁を果たす。しかし続く高橋の打席で村山が盗塁死。二死後敵失と安打などで二･三塁とするも後続が倒れ同点機を逃し攻撃
が上手く噛み合わない。その裏八王子拓真は二死から３番、４番に連続長打が出て貴重な追加点を上げる。追いつきたい戸塚は９回、二死からここまで好投を続
けていた徳永が自ら安打を放ち最後の粘りを見せる。続く４番小松が中前打で続くも八王子拓真の好返球の前に三塁を狙った徳永が刺され試合終了。２－０で八
王子拓真がベスト８に進出した。一方、敗れた戸塚の主戦徳永は１３奪三振の力投も味方の援護がなく報われなかった。

平澤 修人

備考

捕手

德永 護

小松 拓実

髙橋 慶太

合計

小松 優真

長ヶ部 克樹

永田 祥

小橋 巨明

林 悠斗

村山 勇吾

八王子拓真

ポジション

晴れ

代表地区

第2試合 2回戦

■日時 平成24年8月21日(火)

■球場

出場校名

府中市民球場

球審：石島 塁審：斎藤 石塚 渡辺■審判

横浜市立戸塚高校 対 東京都立八王子拓真高校

■試合時間 2時間17分

林 悠斗

■備考

神奈川

東京１

氏名

戸塚

回数

戸塚

投手 捕手

ポジション 氏名

■バッテリー

大山 拓海

合計 残塁：9 併殺：0

氏名 三振

35

打者

6

小林 遼 31 5 10

投手

德永 護 13

安打

八王子拓真

柳川 大介

志村 流斗

小林 遼

小林 祐介

杉田 裕矢

坂本 光

高沼 一利

島崎 佑也

■戦評

小林 遼 杉田 裕矢

安打 四球三振

四球 自責

2 2


